
大
宮
守
友

提
出

学
位
申
請
論
文

「
近
世
の
畿
内
と
奈
良
奉
行
」
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
江
戸
幕
府
遠
国
奉
行
の
一
つ
で
あ
る
奈
良
奉
行
が
、
大
和
に
お
い
て
古
代
以
来

の
伝
統
を
持
つ
大
寺
社
な
ど
伝
統
な
勢
力
と
対
峙
し
な
が
ら
、
支
配
を
確
立
し
て
い
く
様
相
を

論
じ
、
ま
た
寺
社
領
・
小
藩
領
・
幕
領
な
ど
錯
綜
し
た
地
域
の
な
か
で
、
個
別
領
主
権
を
超
え

た
広
域
的
支
配
を
実
現
し
て
い
く
姿
を
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
本
書
は
、
序
章
と
三
部
十
四

章
お
よ
び
終
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
「
初
期
徳
川
政
権
と
奈
良
地
域
」
は
、
第
一
章

「
徳
川
政
権
と
大
和
の
寺
社
」、
第
二
章
「
奈
良
の
屋
地
子
免
許
」、
第
三
章
「
正
倉
院
の
修
理

と
春
日
社
の
造
営
」、
第
四
章
「
近
世
初
期
の
中
坊
屋
敷
」、
第
五
章
「
大
久
保
長
安
下
代
衆
と
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春
日
社
・
興
福
寺
」
か
ら
な
る
。
第
二
部
「
奈
良
奉
行
の
成
立
と
展
開
」
は
、
第
一
章
「
中
坊

氏
の
登
用
」、
第
二
章
「
八
人
衆
体
制
下
の
奈
良
奉
行
」、
第
三
章
「
寛
文
・
延
宝
期
の
奈
良
奉

行
」、
第
四
章
「
元
禄
・
宝
永
期
の
奈
良
奉
行
」、
第
五
章
「
奈
良
奉
行
所
絵
図
に
つ
い
て
」
か

ら
な
る
。
第
三
部
「
奈
良
奉
行
支
配
の
諸
相
」
は
、
第
一
章
「
奈
良
奉
行
と
春
日
若
宮
祭
礼
」
、

第
二
章
「
奈
良
奉
行
と
宇
陀
松
山
藩
」、
第
三
章
「
奈
良
奉
行
の
触
伝
達
に
つ
い
て
」、
第
四
章

「
奈
良
奉
行
と
勘
当
・
旧
離
願
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

序
章
は
、
戦
後
の
研
究
史
を
整
理
し
、
畿
内
の
地
理
的
政
治
的
な
位
置
、
畿
内
非
領
国
論
、

国
郡
制
、
広
域
的
な
行
政
、
幕
府
の
奉
行
所
の
機
能
と
訴
願
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
視
点
か
ら

近
世
畿
内
の
支
配
を
中
心
と
し
た
研
究
が
進
展
し
た
こ
と
を
論
じ
、
本
研
究
の
課
題
を
設
定
し

て
い
る
。

第
一
部
は
五
章
か
ら
な
り
、
豊
臣
政
権
か
ら
初
期
徳
川
政
権
へ
の
移
行
の
中
で
、
各
政
権
が

奈
良
・
大
和
地
域
に
お
い
て
実
施
し
た
諸
政
策
を
考
察
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
関
ヶ
原
合

戦
直
後
の
大
和
に
お
け
る
徳
川
氏
の
寺
社
領
寄
進
の
特
色
を
、
五
大
老
筆
頭
と
し
て
の
徳
川
家
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康
の
立
場
に
留
意
し
、
豊
臣
政
権
と
比
較
し
検
討
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
天
正
期
以
降
に

次
第
に
免
除
さ
れ
て
い
っ
た
奈
良
町
の
屋
地
子
に
つ
い
て
、
慶
長
期
を
中
心
に
寺
社
の
構
造
や

職
人
の
存
在
形
態
を
分
析
し
、
そ
の
規
模
と
性
格
を
描
き
出
し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
慶
長

七
年
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
正
倉
院
が
開
封
さ
れ
た
と
き
の
蘭
奢
待
切
取
の
風
聞
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
の
の
ち
に
宝
物
の
修
理
が
行
わ
れ
る
過
程
、
豊
臣
氏
が
畿
内
の
寺
社
を
積
極
的
に
造

営
す
る
中
で
、
徳
川
氏
が
春
日
社
の
造
営
を
進
め
て
い
く
事
情
を
考
察
し
て
い
る
。
第
四
章
は
、

戦
国
末
期
に
筒
井
氏
が
代
官
所
と
し
て
設
置
し
た
中
坊
屋
敷
の
役
割
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
屋
敷

の
利
用
、
関
ヶ
原
後
に
移
転
さ
れ
た
中
坊
屋
敷
が
奈
良
奉
行
所
と
し
て
機
能
し
て
い
く
経
緯

を
、
絵
図
や
発
掘
の
成
果
を
取
り
入
れ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
第
五
章
は
、
国
奉
行
大
久
保
長

安
の
下
代
で
あ
っ
た
奈
良
奉
行
衆
が
、
春
日
若
宮
祭
礼
・
興
福
寺
の
薪
能
の
執
行
に
直
面
し
て

い
る
姿
を
検
討
し
、
ま
た
下
代
衆
の
存
在
形
態
に
も
言
及
し
て
、
初
期
徳
川
政
権
が
興
福
寺
・

春
日
社
と
対
峙
し
支
配
を
確
立
さ
せ
て
い
く
姿
を
描
い
て
い
る
。

第
二
部
は
五
章
か
ら
な
り
、
大
久
保
長
安
死
去
後
の
慶
長
末
期
に
興
福
寺
衆
徒
か
ら
筒
井
氏
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の
代
官
と
な
っ
た
中
坊
秀
政
が
奈
良
代
官
に
起
用
さ
れ
、
そ
の
の
ち
奈
良
奉
行
が
確
立
す
る
過

程
を
、
幕
府
の
上
方
支
配
の
特
徴
と
関
連
づ
け
て
宝
永
期
ま
で
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
奈
良
奉

行
所
の
空
間
の
変
化
を
論
じ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
奈
良
代
官
に
着
任
し
た
中
坊
秀
政
が
大

坂
陣
の
後
方
支
援
に
活
躍
し
、
大
久
保
長
安
配
下
の
代
官
と
と
も
に
畿
内
の
経
済
構
造
の
変
化

に
対
応
し
な
が
ら
年
貢
換
銀
・
材
木
供
給
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
、
寛
永
期
に
は
八
人
衆
体
制

の
な
か
で
支
配
経
路
が
明
確
と
な
り
、
世
襲
し
た
中
坊
時
祐
が
奈
良
奉
行
の
機
能
を
確
立
し
て

い
く
姿
を
論
じ
て
い
る
。
第
二
章
は
、
寛
永
・
慶
安
期
を
中
心
に
、
幕
府
の
上
方
支
配
を
担
っ

た
八
人
衆
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
奈
良
奉
行
が
、
八
人
衆
の
小
堀
政
一
ら
と
と
も
に
内
裏
の

造
営
な
ど
に
関
わ
り
、
ま
た
大
和
の
寺
社
出
入
の
審
理
や
裁
許
を
行
う
姿
を
具
体
的
に
検
討
し

て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
八
人
衆
体
制
が
消
滅
し
て
い
く
寛
文
・
延
宝
期
に
、
中
坊
氏
が
奈
良

奉
行
の
世
襲
を
止
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
奈
良
奉
行
と
し
て
江
戸
か
ら
旗
本
が
赴
任
す
る
よ
う

に
な
り
、
次
第
に
幕
府
の
官
僚
制
的
機
構
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
姿
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た

こ
の
時
期
に
成
立
し
た
京
都
町
奉
行
と
と
も
に
、
奈
良
奉
行
が
幕
府
の
畿
内
支
配
体
制
に
位
置
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づ
け
ら
れ
て
い
く
様
相
を
、
寺
社
境
内
の
治
安
機
能
な
ど
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。
第
四
章

は
、
元
禄
・
宝
永
期
の
奈
良
奉
行
の
機
能
を
裁
判
の
出
入
筋
・
吟
味
筋
の
検
討
に
よ
り
、
こ
の

時
期
に
個
別
領
主
権
を
超
え
た
裁
判
権
・
警
察
権
が
拡
大
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
奈
良
奉
行
の

常
駐
態
勢
や
人
員
の
増
減
に
触
れ
、
幕
政
の
な
か
に
特
徴
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
第
五
章
で
は
、

奈
良
奉
行
所
の
絵
図
と
建
物
の
構
造
の
分
析
か
ら
空
間
の
変
化
を
概
観
し
、
奉
行
所
の
機
能
や

町
支
配
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
る
。

第
三
部
は
、
奈
良
奉
行
所
の
春
日
若
宮
祭
礼
へ
の
関
わ
り
、
大
和
宇
陀
松
山
藩
と
の
関
係
、

奉
行
所
の
触
伝
達
シ
ス
テ
ム
、
奈
良
町
人
の
勘
当
・
旧
離
・
帳
外
に
対
す
る
奉
行
所
の
対
応
の

変
化
な
ど
、
奈
良
奉
行
所
の
機
能
の
諸
相
か
ら
広
域
支
配
の
特
色
を
論
じ
る
。
第
一
章
は
、
近

世
に
幕
府
に
よ
っ
て
官
祭
化
し
た
春
日
若
宮
祭
礼
の
執
行
を
詳
細
に
検
討
し
、
国
役
と
し
て
大

和
一
国
に
賦
課
さ
れ
た
祭
礼
の
入
用
や
人
員
の
提
供
、
祭
礼
の
執
行
、
そ
の
後
の
注
進
な
ど
に

奈
良
奉
行
が
関
わ
っ
た
姿
を
分
析
し
、
奈
良
奉
行
の
広
域
支
配
の
様
相
や
「
公
共
的
機
能
」
の

問
題
を
論
じ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
近
世
前
期
の
宇
陀
松
山
藩
織
田
氏
へ
の
触
伝
達
の
諸
相
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か
ら
、
奈
良
奉
行
の
広
域
支
配
の
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
三
章
は
、
寺
社
・
奈
良
町
・
諸

郡
へ
の
触
伝
達
の
範
囲
や
経
路
を
検
討
し
、
大
坂
町
奉
行
所
や
京
都
町
奉
行
所
と
の
差
を
指
摘

し
て
い
る
。
第
四
章
は
、
奈
良
町
の
勘
当
・
旧
離
・
帳
外
と
い
っ
た
人
別
に
関
わ
る
諸
届
に
つ

い
て
、
寛
文
期
と
近
世
後
期
の
差
異
を
分
析
し
な
が
ら
、
手
続
き
の
変
更
を
幕
政
の
展
開
と
関

連
づ
け
、
奈
良
奉
行
の
広
域
支
配
の
性
格
に
も
触
れ
て
い
る
。

終
章
は
、
近
世
初
期
か
ら
元
禄
期
ま
で
の
幕
府
に
よ
る
大
和
支
配
の
推
移
を
概
観
し
、
春
日

若
宮
祭
礼
と
国
役
・
触
伝
達
の
機
能
に
注
目
し
な
が
ら
、
大
和
国
の
中
で
奈
良
奉
行
の
権
限
や

機
能
が
展
開
す
る
過
程
と
広
域
支
配
の
あ
り
方
に
奈
良
奉
行
の
特
徴
を
論
じ
、
課
題
と
し
て
近

世
後
期
の
奈
良
奉
行
の
検
討
、
京
都
町
奉
行
と
の
関
係
、
個
別
領
主
や
寺
社
と
奈
良
奉
行
と
の

関
係
な
ど
の
解
明
を
掲
げ
て
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

奈
良
奉
行
は
江
戸
幕
府
の
遠
国
奉
行
職
制
中
、
最
も
注
目
さ
れ
な
い
職
掌
の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
近
世
の
大
和
は
、
古
代
中
世
以
来
の
大
寺
社
の
伝
統
と
諸
藩
の
支
配
が
錯
綜
し
た
極
め

て
特
徴
の
あ
る
地
域
で
あ
り
、
そ
こ
に
江
戸
幕
府
が
設
置
し
た
奈
良
奉
行
を
解
明
す
る
こ
と

は
、
大
寺
社
の
伝
統
に
対
す
る
幕
府
の
政
策
や
、
畿
内
非
領
国
論
な
ど
、
近
世
国
家
を
考
え
る

上
で
多
様
な
問
題
を
提
起
す
る
。

本
論
文
は
、
第
一
部
「
初
期
徳
川
政
権
と
奈
良
地
域
」
で
寺
社
領
寄
進
や
奈
良
の
屋
地
子
免

許
、
正
倉
院
修
理
・
春
日
社
造
替
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
諸
勢
力
と
徳
川
政
権
の
対
応
を
、

国
奉
行
大
久
保
長
安
の
下
代
ら
の
動
向
な
ど
か
ら
位
置
づ
け
る
。
第
二
部
「
奈
良
奉
行
の
成
立

と
展
開
」
で
は
、
中
坊
秀
政
以
来
の
奈
良
奉
行
に
つ
い
て
、
近
世
前
期
の
幕
政
と
大
和
地
域
の

動
向
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
確
立
過
程
を
一
八
世
紀
初
め
ま
で
考
察
し
、
こ
と

に
元
禄
期
の
幕
政
と
関
係
さ
せ
、
こ
の
時
期
に
奈
良
奉
行
が
確
立
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
第
三
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部
「
奈
良
奉
行
支
配
の
諸
相
」
は
、
春
日
若
宮
祭
礼
の
国
役
、
支
配
が
錯
綜
し
た
大
和
の
諸
藩

と
奈
良
奉
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
宇
陀
松
山
藩
を
事
例
に
分
析
す
る
な
ど
、
奈
良
奉
行
の
広
域

的
支
配
の
様
相
や
「
公
共
的
機
能
」
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
奈
良
奉
行

が
、
近
世
前
期
に
幕
府
の
政
策
を
推
進
し
な
が
ら
地
域
の
円
滑
な
支
配
や
運
営
に
苦
慮
し
、
一

方
で
幕
府
の
機
構
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
姿
を
、
近
世
の
大
和
の
特
徴
と
重
ね
合
わ
せ
て
叙

述
し
て
い
る
。

本
書
の
成
果
は
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
に
、
奈
良
奉
行
の
確
立
過
程
を
近
世
初
期
か
ら

元
禄
期
ま
で
幕
府
の
上
方
支
配
の
特
質
に
位
置
づ
け
な
が
ら
解
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
論
文

は
、
豊
臣
政
権
が
大
和
に
お
け
る
中
世
以
来
の
強
大
な
寺
社
勢
力
を
強
圧
的
に
抑
制
し
た
の
に

対
し
、
徳
川
政
権
は
地
域
の
発
展
に
応
じ
た
柔
軟
な
政
策
で
寺
社
や
町
を
支
配
し
た
と
い
う
視

点
を
持
ち
、
権
力
確
立
の
過
程
で
正
倉
院
の
修
理
、
春
日
社
の
造
替
、
春
日
若
宮
祭
の
官
祭
化

な
ど
に
よ
っ
て
幕
府
の
存
在
を
示
し
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
を
執
行
し
た
大
久
保
長
安
に

関
す
る
研
究
は
貴
重
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
初
期
徳
川
氏
の
財
政
、
関
東
の
村
落
支
配
や
新
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田
開
発
、
五
街
道
整
備
、
佐
渡
金
山
・
生
野
銀
山
開
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
考
察
が
進
ん

で
い
る
が
、
畿
内
支
配
こ
と
に
大
和
支
配
の
実
態
が
本
書
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
。
ま
た
寛
永

・
寛
文
・
元
禄
期
の
幕
政
、
な
か
ん
ず
く
上
方
支
配
の
確
立
過
程
に
奈
良
奉
行
の
形
成
過
程
を

位
置
づ
け
た
考
察
は
、
高
く
評
価
で
き
る
。

第
二
に
、
大
和
の
地
域
的
な
特
徴
と
し
て
、
興
福
寺
な
ど
寺
社
勢
力
の
存
在
と
、
幕
領
・
寺

社
領
・
小
藩
な
ど
が
分
立
す
る
錯
綜
し
た
支
配
と
捉
え
、
奈
良
奉
行
の
考
察
に
関
連
づ
け
た
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
く
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
畿
内
非
領
国
論
に
本
論
文
は
距
離
を
置
き
、

大
和
に
次
第
に
広
域
的
な
支
配
形
態
が
成
立
す
る
の
は
元
禄
期
以
降
と
し
て
い
る
。
地
域
的
な

特
徴
を
、
徳
川
政
権
の
寺
社
領
安
堵
、
春
日
若
宮
祭
の
執
行
と
祭
礼
の
費
用
を
大
和
一
国
に
賦

課
し
た
実
態
な
ど
か
ら
論
じ
て
い
る
。
近
世
史
研
究
に
お
い
て
、
全
国
の
地
域
類
型
を
考
え
る

上
で
畿
内
非
領
国
論
が
古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
、
近
年
も
畿
内
の
地
域
類
例
を
考
え
る
議
論
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
畿
内
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
伝
統
的
な
寺
社
勢
力
の
影
響
を
具
体
的
に

考
慮
し
た
主
張
は
少
な
い
。
こ
の
議
論
を
高
め
る
上
で
も
貴
重
な
成
果
と
い
え
る
。
あ
わ
せ
て
、

─ ９ ─



奈
良
奉
行
所
の
絵
図
や
近
年
の
発
掘
成
果
を
使
用
し
、
近
世
初
期
の
徳
川
政
権
の
築
城
プ
ラ
ン

に
位
置
付
け
、
建
物
や
空
間
の
変
化
を
考
察
し
た
成
果
も
注
目
さ
れ
る
。

第
三
に
、
奈
良
奉
行
の
権
限
と
し
て
個
別
領
主
の
権
限
を
超
え
た
大
和
の
広
域
的
支
配
を
主

張
し
て
お
り
、
元
禄
期
に
こ
れ
が
実
現
し
て
い
く
時
期
を
奈
良
奉
行
の
確
立
に
位
置
づ
け
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
畿
内
に
お
い
て
大
坂
町
奉
行
な
ど
の
広
域
的
支
配
を
論
じ
た
研
究
は
あ
る

が
、
大
和
や
奈
良
奉
行
の
事
例
は
少
な
く
、
畿
内
の
研
究
に
新
た
な
事
例
と
視
点
が
加
わ
っ
た

と
い
え
る
。

以
上
の
成
果
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
課
題
や
問
題
点
も
存
す
る
。
ひ
と
つ
は
近
世
に
お
け

る
寺
社
の
動
向
や
展
開
を
論
じ
て
お
ら
ず
、
ま
た
奈
良
奉
行
の
管
轄
化
に
あ
っ
た
奈
良
の
町
の

特
徴
や
発
展
の
あ
り
方
を
近
世
初
期
以
外
で
は
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
奈
良
町
の
住

民
構
造
や
自
治
の
展
開
は
奈
良
奉
行
の
支
配
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
る
。
本
論
文
で
は
奈

良
町
の
勘
当
や
旧
離
、
治
安
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
視
点
は
史
料
論
的
な
文

書
の
形
式
や
機
能
で
あ
り
、
都
市
論
や
自
治
の
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
奈
良
奉
行
の
職
掌
の
概
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要
や
奈
良
町
支
配
の
構
造
に
も
あ
ま
り
触
れ
て
お
ら
ず
、
奈
良
奉
行
研
究
と
し
て
は
隔
靴
掻
痒

の
感
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

し
か
し
、
本
論
文
の
著
者
は
史
料
を
博
捜
し
、
す
で
に
『
奈
良
内
侍
町
諸
事
記
録
控
』『
奈

良
奉
行
所
記
録
』
な
ど
の
史
料
集
を
上
梓
し
て
、
近
世
の
奈
良
町
・
奈
良
奉
行
研
究
の
水
準
を

創
っ
て
お
り
、
本
論
文
に
使
用
し
て
い
る
史
料
も
よ
く
吟
味
さ
れ
た
確
実
な
も
の
で
あ
る
。
本

論
文
は
、
実
証
的
な
考
察
に
よ
り
、
奈
良
奉
行
の
確
立
過
程
を
近
世
前
期
の
幕
政
と
畿
内
支
配

の
展
開
に
位
置
づ
け
、
従
来
研
究
の
少
な
か
っ
た
近
世
大
和
の
広
域
的
な
支
配
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
春
日
若
宮
祭
礼
な
ど
と
併
せ
て
考
察
を
加
え
大
和
の
地
域
的
特
色
を
解
明
す

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
、
今
後
の
研
究
に
大
き
な
指
針
を
示
し
て
い
る
。

よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
大
宮
守
友
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
べ
き
十

分
な
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
。
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